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研究成果の概要（和文）：　英国及び日本におけるフィールド調査によって，学校情報化の普及過程に関する知見を収
集し，これまでに提案されている教育の情報化の普及過程に関するいくつかのモデルを参考に，日本の実状に即した学
校イノベーションモデルを開発した。これまでの授業スタイルに合わせてICTを活用し，授業に統合するまでのモディ
フケーション過程と，新しい学力観，教育方法，学習環境が導入され，イノベーションが生じ，学校全体のイノベーシ
ョンが実現する革新の段階に至るイノベーション過程の大きく二つの過程で構成されている。日本の小中学校40校を対
象に普及過程を分析して検証した結果，概ねモデルに合致した進展が確認された。

研究成果の概要（英文）：The authors developed an innovation model on an informatization of education in li
ne with the actual situation of Japanese schools. The model was developed based on the previous studies an
d field researches. The field researches were conducted not only in Japan but also in UK in order to ident
ify the cultural backgrounds by comparing with different situations.
The developed model consists of two different processes on informatization of education: One is a modifica
tion process promoted by integrating ICT with current teaching styles, and the other is an innovation proc
ess caused by new concept of scholastic ability, transformative teaching methodology and excellent learnin
g environments characterized by the holistic school innovation including curriculum development and renewa
l of school management system. The developed model was validated by consulting cases of forty primary and 
middle schools in Japan.
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１．研究開始当初の背景 
 ICT による学校イノベーションに関する
研究は，パーソナルコンピュータが普及する
以前から行われている。例えば，浜野，中野
（1978）は，コンピュータの導入を教育イノ
ベーションの問題として捉え，その規定要因
として組織変数との関連を明らかにしてい
る。教育学の領域では佐古秀一（1992）が，
コンピュータ導入と学校の対応に関する組
織論的考察を行なっている。これらを参考に
野中（1993）は，４校の小学校において，教
師の意識調査と研究紀要の分析を行ない，イ
ノベーション普及には情報化を推進する人
材（情報主任）の影響が強いことを明らかに
している。 
 一方，英国では，Becta（英国教育工学通
信協会） の前身である NCET（国立教育工学
協会） が 1995 年に学校における ICT の普及
に関する５段階モデルを示している。このモ
デルを元に，2005 年には，Becta が ICT に
よる学校イノベーションの状況を自己評価
するためのSelf-Review Framework を導入し
た。この指標は，リーダーシップとマネジメ
ント，カリキュラム，学習と指導，評価，教
員研修，学習機会の拡大，リソース，学習者
の向上の８つの観点で構成され，各下位項目
が５段階で評定される。ICT が学校システム
に完全に埋め込まれ，学校イノベーションに
成功したと判断される学校に ICT MARK の認
定を行っている。 
 また，英国で急速に普及した電子黒板の活
用に関して，Miller ら(2004)は三つのレベ
ルがあり，第一段階の「伝統的な黒板の拡張，
講義形式の授業をサポートする活用方法」に
留まっていると指摘している。ICT の活用に
よって授業改善を行うためにはさらに，「テ
クノロジーの付加価値を理解し，生徒への発
問やかかわりによってよりインタラクティ
ブに活用しようと努力する」段階，「教師が
指導から学習への参加を支援する役割に転
じ，インタラクティブな学習を刺激し，統合
し，発展させるためにテクノロジーを活用す
る」段階へと進む必要があると主張している。 
 最近の普通教室を中心とした ICT 環境整
備による教育の情報化の普及過程や授業の
変容過程に関する研究は日本では見当たら
ないことから，これらの英国の学校情報化の
普及過程モデルを参考にして，日本型モデル
の開発に取り組むこととした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，学校への ICT 導入・活用
が教育システムにどのような影響を及ぼし，
変容をもたらすのかを明らかにし，学校改善，
特に学力向上に寄与するICTによる学校イノ
ベーションモデルを開発することである。 
 ICT の学校への導入は，授業や校務のみな
らず，学校の教育システム全体に影響を及ぼ
す可能性がある。しかしながら，日本では ICT 
の環境整備，教員の ICT 活用指導力育成等に

ついての目標が達成できず，普及の段階でつ
まずいている（「学校における教育の情報化
の実態等に関する調査」等，文部科学省）。
一方，英国においては，教育の情報化は急速
に進み，プロジェクタ，電子黒板の教室への
設置や VLE（Virtual Learning Environment ）
と呼ばれているインターネット上の学習環
境，学校情報マネジメントシステム等が導入
され，日常的に活用されている（Harnessing 
Technology Review 2008, Becta）。 
 既に ICT の導入段階を終え，日常的な活用
が定着している英国においてフィールド調
査を行い，ICT 活用による学校マネジメント，
学習環境，授業等の変容過程を明らかにし，
学校情報化のモデル化に必要な知見を得る。
そして，学校イノベーションに関する研究成
果を踏まえ，ICT による学校イノベーション
モデルを開発する。 
 
３．研究の方法 
（１）英国におけるフィールド調査 
 英国（イングランド）の初等学校（情報化
の先進校及び一般校）を４年間，継続的に訪
問し，「学校マネジメント」，「学習環境」，「授
業改善」等の観点について，校長，あるいは
シニアリーダーシップチームの ICT 担当者，
ICT コーディネータ，授業者への ICT 活用の
状況に関するインタビュー及び授業参観を
行ない，変容過程及び観点相互の関連につい
て分析した。 
 
（２）学校情報化に影響する要因の日英比較 
 これまでの，学校への ICT 導入の普及過程
について日英の状況を比較，検討し，分析し
た上で，海外共同研究者の Loveless（ブライ
トン大学）を日本に招聘し，日本の学校にお
ける情報化，授業における ICT 活用の状況を
観察の上，学校情報化の過程に関する日英比
較を行った。特にイノベーションに影響する
要因について，文化的・社会的な観点も含め
て検討した。訪問対象は，研究メンバーが共
同研究，指導助言等を行っている学校を中心
に，日本における先進地域，先進校とした。  
 
（３）国内における学校情報化の動向調査 
 研究メンバーが共同研究，指導助言等を行
っている学校を中心に，定期的な学校訪問や
授業参観を行ない，学校情報化，特にイノベ
ーションの状況について検討した。また，国
内における学校情報化の動向について，学校
情報化診断システムのデータの分析及び先
進地域，先進校等への訪問によって継続的な
調査を行った。最終年度は，学校情報化モデ
ルの検証という視点に切り替えて，調査を実
施した。 
 
（４）学校イノベーションモデルの開発と検
証 
 ICT 導入に関わるイノベーションモデル
に関して，教育分野のみならず，知見が多く



蓄積されている経営学や組織論に関するも
のも含めて収集し，学校イノベーション過程
のモデル化に必要な知見を収集した。日英の
学校情報化に関わるイノベーション過程を
検討し，相互の関連について分析した上で，
学校イノベーションモデルの開発を進めた。
英国の ICT による学校イノベーションモデ
ルを，日英の授業文化等の違いを考慮した上
で，日本への適用可能性を検討し，日本版学
校イノベーションモデルを開発した。さらに，
このモデルの検証を日本における先進地域，
先進校に当てはめて行った。 
 
４．研究成果 
(1)日英の学校情報化の変容過程の分析結果 
 普及段階では,教室への ICT 機器の常設が
活用の日常化の重要な要因であり，英国では
IWB(電子黒板),日本では実物投影機の導入
が効果的であったと考えられる。日英の授業
スタイルは大きく異なるが，この段階では,
いずれの国においても授業スタイルに変容
は見られない。 
 英国においては,教室の ICT 環境整備と校
務の情報化が同時に進行し,評価情報が授業
改善に積極的に活用されるなど,学校全体の
情報化が実現している。日本では,それらが
個々に進行している傾向が見られ,地域や学
校によって格差が生じている。 
 教育の情報化に関する施策は,英国では主
に管理職に,日本では教育委員会に影響する。
英国では,管理職と補佐役としての ICT コー
ディネータがICT機器の整備と普及を推進し
ている。日本では,教育委員会が ICT 環境整
備を適切に推進しても,管理職が学校の情報
化を推進しているケースは限られる。情報主
任等が普及に努めている場合には,普及定着
に時間がかかっている。 
 イノベーションが進んだ英国の学校で
は,ICT 活用が普及定着した後も,継続的に
ICT 環境整備の充実を図り,学習活動の多
様化という授業スタイルの変容が見られ
る。日本では,先進的な ICT 環境整備が行
われた学校でも,授業スタイルの大きな変
化が見られないケースもある。 
 英国調査において実施した校長及び授
業者へのインタビュー及び「ICT 活用に関
する熱意」曲線を分析した。ICT 活用を発
展させる要因は大きくは 2 つのベクトル
（環境要因と個人的要因）で構成されてい
ることが明らかとなり，環境要因について
は，ICT の使いやすさが大きな影響を及ぼ
すという関係性を同定し，その構造をモデ
ル化した。また，教育の情報化に継続的に
取り組んでいる日本の教師に対しても同
様のインタビュー調査を実施した。我が国
の教師たちは，実践研究の推進を尊ぶ教師
文化に影響を受けていることに，その独自
性を見いだすことができる。学校を単位と
する研究のテーマとICT活用の接点に位置
づく実践的知識が見いだされた時に，ある

いは，そうしたテーマに基づいた研究活動を
繰り広げる過程で，ICT 活用に対する熱意が
高まるという特徴を確認した。とりわけ，そ
うした研究的活動を通じて子どもたちの変
容や成長を確認できると（効果の実感），ICT
活用に対する熱意が高まるのである。これは，
我が国の教師たちが世界に類を見ない授業
研究コミュニティを築いてきたことと呼応
しているという見地からすれば，妥当な解釈
であると考えられる。 
 
 (2)学校イノベーションモデルの開発 
 先行研究から，いくつかの ICT 導入に関わ
るイノベーションモデルを選択し，比較検討
した。その結果，Becta の学校情報化モデル
のベースとなった Hooper & Rieber（1995）
の教室への教育的テクノロジー採用のモデ
ルや，UNESCO（2010）の ICT 採用，活用モデ
ル等においても，授業スタイルの変容が生じ
るICT導入に関わるイノベーションの段階は，
ICT 活用の普及，定着の後に位置づけられて
いた。 
 英国でもこの段階に到達している学校は
少ないことから，日本のモデルを検討する場
合，普及，定着までの段階に重点を置いたモ
デルを検討することが必要となった。このこ
とは，社会文化的な視点から日英の学校にお
けるICT活用の相違について検討した結果か
らも裏付けられた。日本の教育は政治的，歴
史的，文化的な側面の影響をより強く受けて
おり，ICT 活用を促進するためには，授業の
一般的なスタイルである伝統的な一斉授業
を改善する ICT 活用から進めていく等，社会
文化的な要因を考慮することが不可欠なの
である。 
 これらの結果を総合し，ICT の導入からイ
ノベーションの採用，学校の革新に至るプロ
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セスを ICT 活用が従来型の授業スタイルに
埋め込まれ，統合される段階までの過程をス
モールステップで示したモディフィケーシ
ョン過程と授業スタイルを変えるイノベー
ション過程に分け，８つの段階からなる，日
本の「教育における情報化の普及プロセスモ
デル」を開発した。併せて，それぞれの段階
で次のステップに移行するために必要な要
件も図に盛り込んだ。 
 「モディフケーション過程」は，「ICT の導
入」から使いやすい常設環境が構築される
「統合（教室環境）」，効果を実感し日常的な
活用に至る「ICT 活用の定着」，ICT 活用の実
践が校内で共有され，価値付けされて授業改
善が実現する「統合（授業）」までの４段階
で構成される。日本では， ICT の導入が英国
と異なり学校ごとではなく，市町村単位で行
われるため，学校や教員が教室環境を再構築
するステップやICT活用の効果や留意点等を
授業研究で検討することによって校内普及
が進展するという特徴がある。 
 日常的な授業スタイル（多くは一斉授業）
に ICT 活用が統合された「統合（授業）」段
階の次に「イノベーションの採用」の段階を
設定した。新しい学力観，新しい教育方法，
それらに対応した新しい学習環境への要請
に応えることは，授業デザインの複雑化やそ
のコーディネーションに一層の工夫が必要
となり，かなり大きなハードルを越えること
になる。Rogers（2003）は，「イノベーショ
ンの採用そして導入段階において，利用者に
よって変更あるいは修正される度合い」を再
発明とし，「再発明の度合いが強まると，イ
ノベーションの採用速度が早くなり，イノベ
ーションの持続可能性の度合いが高まる」と
述べている。この再発明のプロセスも授業研
究によって生じ，革命的な変化ではなく，伝

統的な授業が新し
い要素の影響を受
けながら小さなイ
ノベーションとな
って採用されると
考えた。さらに，
「ICT との結合」す
なわち ICT 環境の
再構成が行われる
ことになるため，
「統合（授業）」，
「イノベーション
の採用」の段階と
の間で，行きつ戻
りつしながら，授
業への再統合が図
られることになる。
この段階からを
「イノベーション
過程」とし，授業

スタイルに変化が
生じ，カリキュラ
ムに反映され，統

合され，最終的には学校システム全体が見直
され「革新」の段階に至ると考えた。 
 開発したモデルに基づき，５人の研究者が
２年程度継続して関わった 40 校（小学校 31
校，中学校 9校）の普及過程を分析して検証
した。その結果，概ねモデルに合致した進展
が見られ，多くの学校が授業への統合段階に
至っており，イノベーションの採用が一部の
学校で生じていた。ただし，小中学校におけ
る相違や，イノベーションの採用が ICT と結
合していないケースも見られた。また，情報
教育のカリキュラム開発に取り組んでいる
学校等では，一部ステップが異なる可能性が
あることも明らかになった。 
 この日本型教育の情報化普及過程モデル
の開発によって，情報化を進める上で，学校
がどのステップにいるのか，次にどのステッ
プに進むべきなのかの手がかりとなり，学校
の情報化の円滑な推進に寄与できると考え
ている。 
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